
 

 
                                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

初参加 1 名を含む 25 名で行いました。 

〈参加職種：医師・看護師・保健師・薬剤師・介護支援専門員・医薬品関係者・ 

・行政など〉。 

はなちゃん（周産期重症仮死に伴う脳性麻痺/24 時間人工呼吸器・経管栄養等の 

医療的ケアが必要）の 

出産～退院～在宅での現在、家族の心や生活の変化と薬局開局から現在について 

父親として、薬剤師として両方のお立場から話していただきました。 

｢家族でイオンに行くのが目標」 

 「かわいそうじゃないです。かわいいです。」 

「人工呼吸器は個性のひとつと思っています。」 

 

（グループワークから） 

・薬剤師としてあったらいいなとの思いからの薬局を開設した行動力はすごい。 

・普段重症心身児たちと接していないからどうしても特別に見えてしまう。 

普段から触れ合えるそんな社会になればいい。 

・ふつう、ふつうでないは周りが決めることではなく当事者が決めること。  

・ＮＩＣＵから在宅に帰るときの不安をチームで支えられればと思う。 

・家族でお泊りできるように医師、看護師の付き添いがある活動をすごいと思った。 

・お母さんの心のケア、話を聞くだけでも泣かれることがある。支える支援が必要。 

・高齢者の支援はどんどん増えるが、子どもの支援はまだまだ少ないと思う。 

・地域で支える支援が必要だと思う。 

・自然に声をかけられサポートできる社会になればいい。 

・学校などで話してほしい。 

・「重心児のお母さんは必ず心に傷をもっている」お母さんの交流の場があればいい。 

 お父さんへのサポートの仕組みがあまりない。お父さんの会を立ち上げたい(山岡さん) 

  

 

 

 

今春 4 月に守山市で健常な子どもと医療的ケアが必要な子どもを受け入れる保育園 

を開設される角野さんにも話していただきました。(病児病後児保育の併設あり) 

「働く意欲のあるお母さんが子供を預けられるように、障害があるかないかに 

かかわらず一緒に過ごし成長していける『包み込むような』保育園に」 

（感想）・お母さんのサポートができてすごいです。 

・子どもと離れられる時間も子育てには必要。 

・子どもにとっても違う環境で過ごす時間は大切。 

 

平素は、「医療福祉・在宅看取りの地域創造会議」へのご理解・ご協力ありがとうございます。 

本年も 医療福祉・在宅看取りの地域創造会議への参加・ご協力をお願い申し上げます。 

今年の冬は例年以上に野菜高騰を感じます。鍋に入れる野菜が高い！「なべ」の回数が少ないような今冬の我が家です、皆様のおうちではどうですか？ 

これは１０月の台風と長雨が原因だそうです。春野菜が出回るころまではまだ高騰は続くようですね。 
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今後の予定 

第 63 回ワーキンググループ会議 

日時：３０年 3 月 22 日(木) 18：30-20：00   

場所：滋賀県庁 北新館 5Ａ会議室 

(仮)「今年度の地域創造会議の振り返り＆交流会」 

 

今年度は大津,草津,彦根,長浜と県内各地に出向いて、 

ワーキンググループ会議を開催しました。各地域や個人の 

実践を情報共有し、それぞれの活動の場で参考にしていただ

けるよう、活動紹介の時間を設け意見交換を行いました。 

来年度のワーキンググループ会議で 

この人に、この活動、この場所で など 

皆様の「聞きたい」「知りたい」「知ってほしい」の募集を 

しています。  

下記まで ↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓     

医療福祉・在宅看取りの地域創造会議運営事務局 

(滋賀県庁 医療福祉推進課内) 貝沼・橋本 

TEL077-528-3529  FAX:077-528-4851 

E-mail:info@chiikisouzoukaigi-shiga.jp 

次第 

☆18：30～ あいさつ 

18：35～ 自己紹介 

18：45～ テーマ 

話題提供「はなちゃん薬局開設に至るまでの経過や思い 

～現在の重症心身障害児たちの現状と 

取り巻く社会について～」 

   話題提供者：はなちゃん薬局 開設者 山岡玄馬さん     

            グループワーク・発表 

     

 

突然のご訃報でございますが、当団体の代表幹事である 

猪飼 剛先生（滋賀県医師会会長）がご逝去されました。 

当団体のみならず滋賀の医療福祉の推進に多大な貢献をされました 

猪飼先生に偉大なご功績を偲び、心よりご冥福をお祈り申し上げます。 

 

第 62 回ワーキンググループ会議 

日時：３０年 2 月２2 日（木） 18：30-20：00 

場所：滋賀県庁 北新館 ３階 中会議室 

●話題提供「臨床宗教師の役割とは～多死社会のなかで 

穏やかな死を迎えるために～」 

   話題提供者 沼口医院アミターバ 臨床宗教師  

野々目 月泉さん 

 参加希望の方はメールでお申し込みください。 


